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2013･11･30 （土）

川とは？
ー川の本質と治水のあり方ー

自己紹介
１・技術の考え方
２・川とは？
３・現代の治水の到達点？
－新潟水害（ 2004・7・13）の特徴から－
４・究極の治水体系は400年前にある
５・越流してもすぐに壊れない堤防を求めて

大熊 孝
NPO法人新潟水辺の会代表

新潟大学名誉教授

専門： 河川工学，土木史
１９４２年 台北生れ、引揚げ後、高松、千葉、新潟に住む。
１９６７年 東京大学工学部土木工学科卒業
１９７４年 東京大学工学系研究科・工学博士取得
同年 新潟大学工学部助手

１９８５年 新潟大学教授
２００８年 新潟大学定年退職、新潟大学名誉教授

新潟日報文化賞受賞

出版社:平凡社

初版 :１９８８年５月１８日

文庫本：２００７年５月１０日

定価：１４００円（税別）

出版社:農山漁村文化協会

初版: ２００４年２月２８日

定価：２３００円（税込）

出版社:ポプラ社

初版 :１９９５年４月

定価：１６００円（税込）

出版社:東京大学出版会

初版 :１９８１年２月２８日

第５刷：２００９年９月３０日

定価：８２００円（税別）

自己紹介

編著2010・11･16出版
東大出版会

定価：4800円＋税

共著2013・2･15出版
新泉社

定価：2000円＋税
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NPO法人・新潟水辺の会ドキュメント

’８７年「新潟の水辺を考える会」スタート
柳川堀割物語上映

’８９年 映画｢阿賀に生きる｣製作委員会に参画

柳川水郷水都全国会議参加

欧州近自然の川づくりを学ぶ

’９０年 日本海１０００kmカヌー横断航海支援

’９２年 水郷水都全国会議開催 映画「阿賀に生きる」完成

’９４年「汗をかく会」に脱皮 通船川ネットワーク

’９６年 ラムサール新潟シンポジウム

’９８年 通船川・栗ノ木川下流再生市民会議

’００年 全国川の日WSグランプリ受賞 英蘭運河ツアー

’０２年「責任をとる会」 NPO法人新潟水辺の会へ
’０３年 信濃川舟運ツアーガイド支援

’０４年 阿賀野川流域連携支援・全国一斉水質調査

’０５年 ソウル市清渓川復元に学ぶシンポジウム

’０６年 他門川再生研究

’０７年～１３年鮭の信濃川・千曲川復活へ流域連携活動

記憶される美しい水辺の創造に向けて！

鮭稚魚の｢市民環境放流｣

通船川での川掃除

上田の中山簗場 河口から253km

宮中ダムの魚道 河口から134km

西大滝ダムの魚道 河口から163km

維持流量 宮中ダム

遡上数

2013年 変動型 408尾
2012年 60 m3/s 297
2011年 80 m3/s 135
2010年 100 m3/s 146
2009年 全量放流 160 

鮭の稚魚の ｢市民環境放流｣
２００７年３月（5万5千尾）
２００８年３月（13万尾）
２００９年３月（20万尾）
２０１０年３月（30万尾）
２０１１年３月（30万尾）
２０１２年３月（30万尾）
２０１３年３月（１６万尾、発眼卵１万粒埋設）
主催：NPO法人・新潟水辺の会

NPO法人・長野県水辺環境保全研究会
信濃川を蘇らせる会

支援：地球環境基金／三井物産環境基金



技術の三段階（技術の担い手による分類）
（Three Stages of Civil Engineering ）
①私的段階・・・・・・小技術 Individual Action
②共同体的段階・・中技術 Community Action
③公共的段階・・・・大技術 Public Action

小技術
①私的段階

大技術
③公共的段階

中技術
②共同体的段階

１・技術の考え方
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（北陸粗朶業振興組合パンフレットより）

粗朶沈床の施工法

出典：監修建設省河川局
「新しい河川制度の構築 平成９年河川法改正」

思想の変化 手段の再認識

技術の三相（技術の展開過程における分類）
（Three Phase of Civil Engineering）

①思想的フェイズ Idea
②普遍的認識フェイズ Scientific Cognition
③手段的フェイズ Means
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ヒゲナガトビケラと
その餌とり網

（井上信夫撮影）

川の瀬と淵

出典：帰山雅秀｢最新のサケ学｣
(成山堂書店、平成14年10月、口絵）出典：水野信彦他｢河川生態環境工学｣(東大出版会,1993年、p.175）に加筆

普遍的認識の変化

川には砂礫が堆積して
いることが大切である。

１９９７年
河川法改正
第３条に規定された。
樹林帯（河畔林）

これは伝統的工法の
水害防備林 である。

思想が変われば手段も変わる！

しかし、現実には、水害防備
林は、超過洪水対策であり、

今の河川整備計画にはなじま
ず、ほとんど造成されていない。



川とは、地球における物質循環の重要な担い手であ
るとともに、人間にとって身近な自然で、恵みと災害と
いう矛盾の中に、ゆっくりと時間をかけて、人の“からだ”
と“こころ”をつくり、地域文化を育んできた存在である。

（高橋裕著｢新版河川工学｣（東大出版･2008年･2頁）に記載）

＜私が大学で習った定義＞

河川とは、地表面に落下した雨や雪などの天水が集まり、
海や湖などに注ぐ流れの筋(水路)などと、その流水とを含めた総称である。

この定義だと、水は1年たてば必ず循環するので、
川をコンクリートで護岸したり、ダムを造ることに良心の呵責を感じない。

２・川とは？
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水俣川上流の状況と
山中に点在する祠

★祠の中には海の幸・サンゴ
とアワビが奉られている。

日本人は、森が海を豊かにすること、即ち
『森は海の恋人』 を昔から知っていた。

撮影：大熊

★近年、カナダのトム･ライムヘン教授
によって、森の豊かさは鮭などが運ん
だ海のミネラルによることが明らかにさ
れてきた。
「森の豊かさは海のお蔭である。」

→『海は森の恋人」

鮭という字は旁に土が二つある。
中国人は鮭が森の土を豊かにすることを知っていたのか？

ダムとは？
川の物質循環を遮断するものであり、
川にとっては基本的に“敵対物”でしかない。

流木で覆われた
出し平ダム

(黒部川・関西電力）
１９９５年７月洪水

ダムを造る場合、
川にお願いして
造らせてもらう
必要があった！

ダムのない川は
レッドリストに載
せて保存すべき！

撮影：大熊



桜井信夫｢夏の簗場」第12回（2000年）「私の見た信濃川｣写真コンテストより

撮影：片桐・1976

撮影：大熊・2007

（長男・沢 当時５才）

簗は楽しい！！ 子供は自然と裸になる！

撮影：大熊・2013・9・2

2011年7月洪水で簗破壊

鎧潟で遊び子供たち 1960年頃 （撮影：石山与五栄門）

よい子は川で遊ばない！

鋼矢板護岸では、落ちたら上がれないから、遊んではいけない！

日本にはイギリスのアーサー・ランサムのような水辺冒険の児童文学がない！？



刑務所の監視塔？ 規模が大き過ぎ景観を壊している！

耐久性は？

人を寄せつけない！

すぐ脇に岩塚小学校が
あったが、子供達は川
で遊べなくなった。
（この小学校は統合で廃
校となり、中越地震前後
に解体された。）

信濃川左支川
渋海川頭首工

(2000年完成)

子供が近づけなくなった！

撮影：大熊

岩塚小学校校歌 （1957年）
金子 彦二郎 作詞
小林 誠治 作曲

１．東に清けき渋海の流れ
西にはそばたつ枡形城址
越路の平野を見晴らし立ちて
整い備わる学舎こそは
われらの岩塚よい小学校

２．青田をうるおす川瀬の水も
時にはあふれて里人たちの
たわまぬ力を鍛えてくれる
われらも進んで仕事にあたる
心とからだを作ろう共に

３．雪間を押しわけよろずの草に
さきがけまず咲く雪割草の
雄々しさけなげさかがみとなして
日本の平和と文化のために
元気で学ぼう朝ごと夜ごと

（大熊撮影）
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吉野川の「川の学校」

１泊２日×１回＋２泊３日×４回＝１４日
２００１年から１３回×３０人＝３９０人

撮影：藤田景子(川の学校１期生) 撮影：藤田景子

撮影：大熊

カヌーイストの野田知佑さんが校長
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撮影：藤田景子撮影：藤田景子

撮影：藤田景子

撮影：藤田景子
撮影：大熊

撮影：大熊



国立妙高青少年自然の家・平成22・24年度プロジェクト
「日本一の体験と感動を！In信濃川」＊「ＹＥＳ，Ｉ ＣＡＮ ＩＮ 信濃川」

対象:小学5，６年生18人
㍻22年7月25日（日）～8月8日（日）（14泊15日）
7月28日甲武信岳（2475ｍ）登山･千曲川源流探訪

撮影：大熊

7月29日徒歩旅行と川遊び

7月30日～8月1日
190ｋｍのサイクリング
撮影：妙高青少年自然の家

平成22年8月2日 流量約95ｍ３／ｓでのラフティングと水遊び

写真提供：国立妙高青少年自然の家

平成22年8月7日 手製の筏で河口到着

撮影：大熊

自然とふれあうこと、川（水辺）とふれあうこと、

それは“からだ”を鍛え、“こころ”をつくる。

川（水辺）は人にとって、もっとも身近な自然である。

川（水辺）とふれあうことは、人間形成の原点である。

おおいに川と触れ合い、自然と付き合う技を磨こう。

自然の中での“労働”と“遊び”は同等に価値がある。

撮影：山田努/２００９・９・１９
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３・現代の治水の到達点？－新潟水害（ 2004・7・13）の特徴から－

（出典：新潟県提供）

五十嵐川上流・笠堀ダム地点における時間雨量

この雨は３００年確率？？

新潟・福島豪雨
（2004・7・12/18：00～7・13/24：00、 30時間雨量）

300mm以上の豪雨域面積：1065km2



氾濫概要図
総面積約５３ｋｍ２

死者 １５人
全壊家屋 ３０棟
半壊家屋 １２９棟
一部損壊 ９５棟
床上浸水家屋 ７２６０棟
床下浸水家屋 ６３３２棟
公共施設、その他 ６９００棟

諏訪破堤地点

中之島破堤地点

２００４年７月新潟水害での破堤地点

五十嵐川上流には
笠堀ダムと大谷ダムがある。

刈谷田川上流には
刈谷田川ダムがある。

五十嵐川
刈谷田川の
ダムの操作状況

ダム地点から
破堤地点までの距離と時間
・五十嵐川：約26km、約2時間半

・刈谷田川：約30km、約3時間

五十嵐川・破堤時刻13：07

刈谷田川・破堤時刻12：52

959万ｍ３

754万ｍ３

325万ｍ３

余裕? 約300万ｍ３
計画上のピーク流量・790ｍ3 /s
（実際のピーク流量・580ｍ3 /s）
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２００４・７・１３新潟水害
刈谷田川・中之島の破堤状況

死者 ３人
全壊家屋１５棟
半壊家屋３７棟

右岸

左岸

航空写真：新潟県提供に加工

（出典：｢平成16年7月新潟・福島・福井豪雨災害に関
する調査研究｣平成17年、54頁）

この上流には刈谷田川ダムがあったが、水害は防げなかった。

破堤直前・直後（7・13・石橋栄治撮影・提供）

刈谷田川・中之島地点（左岸）破堤状況



中之島町における家屋の破壊状況
（2004･7・19、25 大熊撮影）

左岸側は壊滅的に破壊さた！

ただ、麻袋がそのまま？
水防作業はほとんど行なわれなかった。

中之島の右岸側の状況
越流したが破堤はしなかった。

住　　所 年齢 性別

1
7月13日　午後 三条市曲渕2丁目 42 女 徒歩で自宅から避難所に行く途中、堤防の決壊による濁流に流され溺水

2
7月13日13：00頃 三条市曲渕3丁目 78 女 孫と自宅にいて床上浸水、孫は玄関外に避難したが急な浸水のため避難できず溺水

3
7月13日15：00頃 中蒲原郡亀田町 37 男 月岡地内で仕事中に冠水し、トラック荷台に避難したものの水に流され溺水

4
7月13日15：00頃 長岡市 63 男 東新保地内の会社に車で向かう途中、冠水のため車を手前に放置、歩行中に溺水

5
7月13日17：00頃 三条市南新保 77 男 自宅で寝たきりの療養中に床上120㎝の浸水、妻が助けようとしたが溺水

6
7月13日20：00頃 三条市条南町 76 女 急激な床上浸水から慌てて2階に避難しようとして転倒する等して溺水

7
7月13日13：30頃 三条市南四日町1丁目 72 男 経営する工場内で１人で避難したものの急激に浸水し溺水

8
7月13日　午後 三条市南四日町1丁目 87 女 床上130㎝まで浸水した痕跡あり、避難できず屋内にいたところ急激な浸水により溺水

9
7月13日　午後 三条市南新保 84 女 床上110㎝まで浸水した痕跡あり、避難できず屋内にいたところ急激な浸水により溺水

10
7月13日13：30頃 南蒲原郡中之島町大字中之島 75 女 娘と在宅時に堤防が決壊し家屋倒壊して溺水

11
7月13日13：30頃 南蒲原郡中之島町大字中之島 78 男 自宅２階に避難していたが堤防の決壊により住宅が倒壊、水没し溺水

12
7月13日13：30頃 南蒲原郡中之島町大字中之島 76 男 自宅に在宅中、堤防が決壊し住宅が倒壊し溺水

13
津川 7月13日7:00頃 東蒲原郡津川町大字栄山 72 女 自宅付近の増水した用水に転落し濁流に流され溺水

14
栃尾 7月13日10:30頃 栃尾市大字北荷頃 83 男 自宅裏手を見回っている際に土砂崩れに巻き込まれ、土砂により窒息

15
与板 7月13日13:40頃 三島郡出雲崎町大字中山 72 女 自宅裏手の山が土砂崩れを起こし、住宅が倒壊して下敷きとなり脳挫傷

見附

死　　者
死亡原因・死因場所 死亡推定日時

三条

7・13新潟水害での死者

福井水害
足羽川・春日破堤地点
7月18日
越流開始12：00頃 破堤13：35
越流から破堤までに９５分かかっている。

破堤の違いに注意！

（出典:朝日新聞社提供）

足羽川・春日破堤地点
堤防高：約3ｍ
（２００４・８・２ 撮影：大熊）

浸水跡
（２００４・８・２ 撮影：大熊）

福井水害

破堤氾濫量が少なく、床上浸水
でも死者はでなかった。


